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脳磁 界計測 装置 を利 用す る と、単 純 な 自発運 動 時
に は運 動 と対 側半球 の感覚 運 動領域 か ら 「運動 関連
脳 磁 界(MovementRelatedCorticalmagneticField;
MRCF)」が記録 され る。MRCFに は複 数の大 きな波
形が含 まれて お り、運 動開始 の1.5秒ほ ど前 か ら観 察
される 「運動準備磁界」、運動開始直前の 「運動磁界」、
運動直 後 に 観察 され る 「運動 誘 発磁 界(第 一成 分 、
第二成 分、 第三成 分)」が ある。運 動誘発磁界 第 一成
分(Movement　Evoked　ｍagnetic　Field1;MEF1)は
運 動 に伴 う運 動感覚 を反映 してい る と言 われて い る
が、 運 動 に 伴 う皮膚 や関 節 の受 容器 の 反応 なのか 、
腱紡 錘 の反応 なのか、 主動作 筋 また は拮 抗 筋の筋紡
錘 の活動 を反映 して い るの か明確 で なか った。 そ こ
で 、運動 直後 の運動感 覚成分 が主 に どの よ うな感覚
受容 器 の活動 を反映 して い るの か を明 らか にす る 目
的で幾つ かの実験 を行 った。
まず 、運動強度(筋 活動 レベル)を 変 化 させ た際
に記録 され るMEF1の変動 を解析 した。運動課題 は示
指 伸展 運 動 で あ り、2種 類 の 運 動 強度 を設 定 した6
Tasklは通常 の示指伸展 運動で あり、Task2は抵抗 を
加 えた示 指 伸展 運動 で あった。 どち らのTaskでも通
常通 りのMRCF波形 が記録 され、MEF1の振幅値や電
流強度 に変 化 は認 め られなか った。 一方 、筋 活動開
始か らMEF1ピークまでの潜時に は違いが認 め られ な
い ものの、関節運動 開始か らMEF1ピー クまでの潜時
に違いが認め られた。 この ことは、MEF1が運動開始
に伴 う皮膚 または関節 の受 容 器や拮抗 筋 の筋長 変化
を感知 した反応 ではない ことを意 味 して い る。 また、
MEF1振幅値 が筋活 動量 に影 響 され な か った こ とか
ら、腱紡 錘 の活動 を反映 して い るもので は ない と考
えられた。 すなわち、MEF1は主動 作筋の筋紡錘 を受
容器 と した反映で あると推察 され た1）。
一方、MEF1の電 流発生 源 は中心溝 付近 に位置 し、
一次体性 感覚野 の3b野と同 じ高 さに位 置 して いた こ
とか ら、 筋紡錘 の活動 が最 も入力 され る3a野の活 動
では な い と示唆 され た 。 さ らに 、筋 活 動 開 始 か ら
MEF1ピー クまでの潜 時は約70msと比較 的遅 い こと
ともあり(MEF1は運動磁界 に引 き続 いて起 こる反応
であるため、立ち上が り潜時は不明である)、本当に
筋紡錘の活動がGIa経由で大脳皮質に到達 した反応 を
示 しているのか否か疑問が残 る。 この疑問を解決す
るために次の実験を行った。
脳磁界計測課題は、ワイヤー電極 を利用 して示指
伸筋のみを僅かに単収縮 させ る課題 と、 自発的示指
伸展運動課題であり、この二つの課題時に得 られた




75ms)でMEF1が観察 された。 これ ら二つの電流発
生源はほぼ等 しく、電流の向 きも同 じであった。 ま
た、 どちらの電流発生源も正 中神経刺激時に誘発 さ
れるN20mの電流発生源(3b野)より有意に内側に位
置 していた。これらの ことか ら、示指伸筋単独収縮
時に誘発 される磁界反応 と示指伸展自発運動時に誘
発されるMEF1は同様の反応であり、MEF1は主動作
筋の収縮 を感知 した反映であることが確認で きた。
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